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おもしろ人事制度
─ 思想から生まれた制度と、話題づくりで終わった制度

成功：思想の数だけ制度が生えた会社（サイボウ

ズ、カヤック）

失敗：話題づくりで終わった制度（典型パターン）

自社・自組織に当てはめると（検討事項欄にどうぞ）

1. その制度は、自社の「何を大事にするか」から説明できるか。他社名でしか説明できないなら根づきにくい。

2. 最初に使うのは誰か。導入日に「上司が使う日」を先に決められないか。

3. 利用率を測っているか。使われなかった制度を「やめる」手続きはあるか。

出典：サイボウズ公式（離職率28%→4%）／青野慶久『チームのことだけ、考えた。』／カヤック公式・スタジオパーソル

取材記事。失敗事例は複数の実例から再構成した匿名の典型パターン。
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サイボウズの離職率は2005年頃28%。「100人100通り」
の方針のもと選択型人事・育自分休暇・副業許可などを

整え、4%前後に。

・

制度はどれも「チームワークあふれる会社をつくる」と

いう理念からの演繹。話題づくりではない。

・

青野社長の言う「制度・ツール・風土の3点セット」。質

問責任・説明責任の風土があって自由な制度は回る。

・

カヤックのサイコロ給は「人の評価を気にしすぎず面白

く働く」という思想の表現。「スベった制度」も公開

し、続く条件を言語化している。

・

採用広報のため、他社事例を集めてユニークな名前の休
暇と手当を量産。プレスリリースは話題に。

・

1年後、目玉の休暇の取得者はほぼゼロ。上司が使ってお

らず、評価は残業も辞さない働き方に報いたまま。

・

「いい制度ですよね。使えないけど」が現場の相場観

に。管理コストと規程集だけが厚くなる。

・

制度に惹かれて入った新人が「実際は使えない」と知

る。採用のための制度が定着のいちばんの敵になった。

・

制度を自社の思想から育てたか、他社の話題から借りたか。
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